
概
要

　

主
に
唐
船
風
説
書
な
ど
が
採
録
さ
れ
た
『
華
夷
変
態
』
に
、
対
馬
の
宗
家
か

ら
江
戸
へ
伝
え
た
情
報
が
あ
る
。
本
稿
で
は
『
華
夷
変
態
』
に
採
録
さ
れ
て
い

る
情
報
と
対
馬
宗
家
が
朝
鮮
経
由
で
得
た
「
唐
兵
乱
」
情
報
と
の
関
係
を
比
較

分
析
し
、
朝
鮮
・
対
馬
ル
ー
ト
の
情
報
伝
達
に
つ
い
て
再
評
価
を
試
み
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

華
夷
変
態　

唐
兵
乱　

宗
家　

対
馬　

情
報

は
じ
め
に

　

明
清
交
代
を
軸
に
日
本
の
周
辺
で
は
、
一
六
一
〇
年
代
の
半
ば
か
ら

一
六
八
〇
年
代
半
ば
ま
で
国
際
紛
争
が
絶
え
間
な
く
起
き
、
そ
う
し
た
状
況
を

無
視
で
き
る
程
の
立
場
に
日
本
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
に
幕
府
は
い

わ
ゆ
る
寛
永
鎖
国
政
策
の
な
か
で
国
際
関
係
の
掌
握
に
努
め
、
本
稿
で
対
象
と

す
る
海
外
情
報
の
入
手
ル
ー
ト
を
整
理
し
た
。
例
え
ば
ロ
ナ
ル
ド
・
ト
ビ
氏
は
、

第
一
ル
ー
ト　

長
崎
到
着
の「
中
国
」商
人
︱
唐
通
詞
︱
長
崎
奉
行
︱
江
戸︵
老

中
、
林
家
︶、
第
二
ル
ー
ト　

北
京
︱
福
建
︱
琉
球
︱
薩
摩
︱
江
戸
、
第
三
ル
ー

ト　

オ
ラ
ン
ダ
甲
必
丹
︱
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
︱
長
崎
奉
行
︱
江
戸
、
第
四

ル
ー
ト　

北
京
︱
ソ
ウ
ル
︱
釜
山
︱
対
馬
︱
江
戸
と
み
て
い
る
 1
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
第
四
ル
ー
ト
に
注
目
し
、
幕
府
の
儒
者
弘︵
林
鵞
峰
︶

文
院
と
林

鳳
岡
 3
が
編
纂
し
た
『
華
夷
変
態
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
対
馬
宗
家
を
通
じ
て

朝
鮮
か
ら
伝
わ
っ
た
情
報
の
分
析
を
行
う
。
清
、
鄭
氏
勢
力
、
朝
鮮
、
日
本
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
情
報
収
集
し
て
い
た
こ
と
は
多
く
の
研
究
か
ら
判
明

し
て
い
て
、
松
浦
章
氏
の
言
葉
を
借
り
る
と
「
情
報
収
集
合
戦
」
が
当
時
起
き

『
華
夷
変
態
』
と
対
馬
宗
家
か
ら
の
「
唐
兵
乱
」
情
報

�
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『華夷変態』に採録の宗家経由唐兵乱情報2

巻数 『華夷変態』中の表題 備考
正保2年 巻一 〔東萊府使談〕 1

延宝2年 巻二

唐韃戦之事 2

呉三桂逆心之次第 「六月廿三日」付、「右朝鮮よりの伝説なり、十月十八日、宗
対馬守より来達す」。藩主在府。 3

覚 「九月十一日」付。「右十月廿六日、宗対馬守より来る」。藩主
在府。 4

延宝3年 巻三

朝鮮伝説二通＊三点
二月廿日付弘文院（林鵞峯）宛宗対馬守書付（朝鮮傳説「正月
八日　宗対馬守」、無題「己卯正月十六日　宗対馬守」に図）。
藩主在府。

5

対馬注進 「四月廿八日　宗対馬守」＊「右一通、五月九日、久世大和守
より来る」。藩主国元。 6

朝鮮国ニ而風説之覚書 「十一月八日　宗対馬守」。藩主国元。 7

訳官両使申聞候覚書 「十一月八日　宗対馬守」「右二通、写了而美濃守へ返進、其
後対馬守 弘文院へ別に到来文言、同前」。藩主国元。 8

延宝4年 巻四
唐乱に付朝鮮国に而風説書 「辰四月朔日　宗対馬守より到来也」、藩主国元。 9
唐乱に付朝鮮国に而風説之覚書 「六月朔日　宗対馬守」「七月三日に到来」。藩主国元。 10
〔朝鮮訳官答対馬州家臣書〕 「丙辰年八月日　韓僉知　金判事」。藩主国元。 11

延宝6年 巻七 今度訳官江相尋候唐兵乱之風説 「午十二月廿五日　宗対馬守」「右、未ノ三月廿一日、久世大
和守より到来」。藩主国元。 12

延宝7年 巻七

唐兵乱之風説 「未正月廿五日　宗対馬守」。藩主国元。 13

覚 「二月八日　宗対馬守」「右二通、未の三月廿一日、久世大和
守より来る」。藩主国元。 14

唐兵乱之風説 「五月十二日」「右、宗対馬守よりの注進、未の五月十三日、
美濃守より到来」 15
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て
い
た
 4
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
明
清
交
替
、
三
藩
の
乱
な
ど
に
関
す
る

日
本
伝
来
情
報
に
つ
い
て
は
、『
華
夷
変
態
』
を
用
い
る
研
究
者
が
多
い
 5
。

こ
の
点
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
情
報
が
日
本
、
つ
ま
り
幕
府
が
入
手
し
て
い

た
情
報
と
理
解
し
て
無
批
判
に
研
究
者
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
印
象
を
持

つ
。
果
た
し
て
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
表
は
、『
華
夷
変
態
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
対
馬
宗
家
か
ら
の
情
報
を

ま
と
め
た
も
の
だ
が
、
時
期
と
し
て
は
正
保
二
年
︵
一
六
四
五
︶
か
ら
延
宝
七

年
︵
一
六
七
九
︶
で
あ
り
、
ロ
ナ
ル
ド
・
ト
ビ
氏
は
、
朝
鮮
か
ら
の
報
告
を
老

中
は
信
頼
し
、「
中
国
の
内
乱
が
国
の
最
高
の
政
策
会
議
の
審
議
に
値
す
る
程
、

幕
府
の
大
き
な
関
心
を
よ
ん
で
い
た
と
い
う
事
実
」
の
裏
付
け
と
評
価
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
一
六
七
八
年
以
後
、
朝
鮮
︱
対
馬
ル
ー
ト
か
ら
入
る
情
報
は
不

完
全
で
不
正
確
で
あ
り
、
幕
府
に
受
け
と
っ
て
も
ら
う
こ
と
さ
え
ま
す
ま
す
困

難
に
な
り
、
朝
鮮
の
情
報
の
ル
ー
ト
に
欠
陥
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
み

て
、
こ
こ
か
ら
幕
府
が
正
し
い
情
報
と
正
し
く
な
い
情
報
と
を
区
別
す
る
能
力

が
あ
っ
た
、
と
の
理
解
を
示
し
た
 6
。

　

果
た
し
て
こ
う
し
た
考
え
が
成
り
立
つ
の
か
、
以
下
宗
家
が
手
に
入
れ
た
情

報
と
『
華
夷
変
態
』
に
採
録
さ
れ
た
情
報
と
の
関
係
を
検
証
し
て
い
く
。

一　

大
清
の
北
京
侵
入
情
報

　

表
の
１
を
宗
家
の
記
録
と
比
較
す
る
た
め
に
全
文
紹
介
す
る
︻
史
料
１
︼。

傍
線
︵
以
下
の
史
料
上
の
傍
線
及
び
丸
数
字
は
筆
者
に
よ
る
︶
で
も
わ
か
る
よ

う
に
対
馬
経
由
で
こ
の
情
報
が
伝
わ
っ
た
。

︻
史
料
１
︼

清
人
攻
北
京
時
、
九
王
率
八
王
・
十
王
右
真
王
等
百
萬
衆
、
明
朝
山
海
關

守
呉
三
桂
迎
降
、
追
遂
李
自
誠
、
進
取
南
京
時
、
八
王
・
十
王
為
首
領
、

明
朝
降
将
洪
承
疇
等
従
之
、
回
留
承
洪
承
疇
守
南
京
、
凡
明
朝
各
津
各
浦
、

参
用
清
漢
人
、
依
倣
舊
制
、
既
合
蒙
古
、
又
取
明
朝
、
其
地
民
衆
寡
可
以

想
知
、
委
細
傳
聞
之
、
遠
悉
不
可
詳
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
莱
府
使

　
　

右
は
朝
鮮
東
萊
之
人
、
対
馬
に
て
談
ず
る
趣
也
、

　

こ
れ
と
同
文
で
は
な
い
が
、
同
内
容
の
も
の
が
「
唐
兵
乱
風
説
公
儀
江
被　

仰
上
候
控　

江
戸
」 7
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
関
連
史
料
も
加
え
て
紹
介
す
る
。

︻
史
料
２
︼　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

唐
兵
乱
之
儀
ニ
付
正
保
四
年
四
月
ニ
、
東
莱
府
使
并
訓
導
金
僉
知
方　

義

成
様
江
来
候
覚
書
二
通
、
且
又
同
年
四
月
廿
八
日
、
右
之
趣
安
井
久
三
郎

継
船
を
以
御
老
中
江
御
上
ヶ
被
成
候
御
書
付
一
通
左
記
之
、

①

東
莱
府
使

之
覚
書

清
人
進
取
北
京
時
、
九
王
為
主
将
率
八
王
、
右
真
王
等
諸
大
将
領
百
萬
衆

到
山
海
關
、
則
明
朝
守
關
大
将
呉
三
桂
迎
降
駈
逐
、
李
自
誠
遂
入
北
京
、

進
兵
南
京
時
、
大
将
則
八
王
・
十
王
・
明
朝
降
臣
洪
承
疇
、
亦
為
領
兵
同

徃
、
乃
令
承
疇
留
註
南
京
、
人
民
・
商
賈
各
津
各
浦
法
制
大
槩
参
用
清
漢

人
、
而
依
倣
舊
制
既
合
、
蒙
古
又
取
文大

明
地
方
人
數
多
寡
可
以
想
知
、
而

大
槩
此
等
所
聞
、
皆
是
遠
外
傳
聞
之
言
有
難
詳
悉
、

丁
亥
四
月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
莱
府
使

②

訓
導
金
僉
知
方

之
覚
書

清
國
人
北
京
ニ
打
入
候
時
、
九
王
為
大
将
八
王
右
真
王
催
百
萬
人
、
山
海

關
与
申
所
江
打
寄
申
候
時
、
北
京
之
大
将
呉
三
桂
与
申
人
迎
ニ
出
ら
れ
引

入
仕
、
李
自
誠
与
申
人
を
北
京
を
追
出
し
北
京
を
打
捕
、
其
後
従
北
京
南

京
ニ
打
入
候
時
者
、
八
王
・
十
王
又
大
明
臣
下
洪
承
疇
と
申
大
将
を
同
道

申
候
而
、
則
南
京
ニ
打
入
、
彼
大
将
洪
承
疇
を
南
京
ニ
留
置
、
人
民
・
商

人
津
々
浦
々
大
槩
清
国
人
漢
人
と
相
交
、
清
国
人
者
清
国
之
旧
制
、
漢
人

者
大
明
之
如
旧
法
而
、
又
蒙
古
人
相
加
候
而
大
明
之
地
相
納治

申
候
間
、
人

員
之
多
事
御
推
量
可
被
成
候
、
大
形
承
及
候
得
共
、
遠
国
風
説
傳
之
義
ニ

�
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御
座
候
故
、
委
曲
不
能
詳
候
由
書
物
ニ
而
御
座
候
、

丁
亥
四
月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

訓
導
金
僉
知

③

御
老
中
江
御
上
ケ
被
成
候
御
書
付

一
清
国
人
北
京
江
打
入
候
時
、
九
王
為
大
将
八
王
右
真
王
相
副
、
百
萬
人

を
相
催
山
海
關
と
申
所
へ
寄
立
候
ニ
、
大
明
よ
り
山
海
關
之
大
将
呉
三

桂
と
申
人
引
入
仕
、
韃
靼
人
北
京
を
打
捕
之
由
申
候
、
山
海
關
ハ
韃
靼

禦
之
た
め
萬
里
城
ニ
御
座
候
、
関
所
城
之
名
と
申
候
、

一
李
自
誠
謀
反
を
企
候
故
、
崇
禎
王
自
害
候
由
申
候
、

一
洪
承
疇
与
申
人
ハ
大
明
之
臣
下
ニ
而
候
得
共
、
山
海
關
之
大
将
呉
三
桂

に
く
み
し
、
韃
靼
人
を
す
ゝ
め
引
入
仕
人
之
由
申
候
、

一
自
北
京
南
京
江
勢
遣
仕
候
時
之
大
将
者
、
八
王
・
十
王
・
洪
承
疇
・
呉

三
桂
計
南
京
江
留
置
、
又
蒙
古
人
も
相
加
相
治
さ
せ
申
候
ゆ
へ
、
人
員

殊
外
多
御
座
候
由
候
、

一
東
莱
之
書
物
ニ
御
座
候
大
槩
参
用
清
漢
人
而
依
倣
旧
制
と
御
座
候
者
、

北
京
を
打
捕
津
々
浦
々
之
人
民
・
商
人
等
相
交
候
得
共
、
清
国
人
者
も

と
よ
り
清
国
之
衣
服
、
漢
人
者
大
明
之
時
之
衣
服
ニ
而
相
治
候
与
之
文

躰
ニ
而
御
座
候
由
申
候
、
以
上
、

卯
月
廿
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
對
島
守

酒
井
讃︵

忠

勝

︶

岐
守
様

松
平
伊︵

信

綱

︶

豆
守
様

　

︻
史
料
１
︼
と
︻
史
料
２
︼
①
と
を
比
較
す
る
と
同
一
内
容
で
あ
り
、︻
史

料
２
︼
の
傍
線
か
ら
『
華
夷
変
態
』
に
あ
る
正
保
二
年
︵
一
六
四
五
︶
で
は
な

く
正
保
四
年
︵
一
六
四
七
︶
の
も
の
で
、
宗
義
成
が
四
月
廿
八
日
付
で
老
中
酒

井
忠
勝
・
松
平
信
綱
へ
宛
て
た
も
の
に
添
え
た
う
ち
の
一
つ
が
︻
史
料
１
︼
で

あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。︻
史
料
１
︼
傍
線
か
ら
対
馬
で
東
萊
府
の
者
が

語
っ
た
内
容
が
ま
と
め
ら
れ
た
よ
う
に
解
さ
れ
る
も
の
の
、
実
際
に
は
「
東
萊

府

之
覚
書
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
こ
の
他
に
も
「
訓
導
金
僉

知
方

之
覚
書
」が
上
記
の
よ
う
に
添
え
ら
れ
た
。
こ
の
点
か
ら
推
測
す
る
と
、

幕
府
は
宗
家
か
ら
情
報
を
得
た
時
、
こ
れ
を
弘︵
林
鵞
峯
︶

文
院
へ
は
伝
え
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
弘
文
院
は
後
に
宗
家
以
外
か
ら
情
報
を
手
に
入
れ
、
内
容

か
ら
正
保
二
年
︵
一
六
四
五
︶
と
推
測
し
て
『
華
夷
変
態
』
に
採
録
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
宗
家
か
ら
老
中
酒
井
忠
勝
・
松
平
信
綱
へ
伝
え
ら
れ
た
内
容
は

︻
史
料
２
︼
①
②
の
こ
と
で
あ
り
、︻
史
料
２
︼
③
は
︻
史
料
２
︼
①
②
を
宗
家

が
解
釈
し
て
ま
と
め
た
も
の
に
な
る
。
概
要
は
、
清
の
北
京
入
城
か
ら
南
京
制

圧
ま
で
の
時
期
に
つ
い
て
で
あ
り
、
社
会
に
お
け
る
満
漢
の
宥
和
が
実
現
し
て

い
る
こ
と
だ
っ
た
。
清
が
南
京
を
制
圧
し
た
こ
と
は
、正
保
三
年
︵
一
六
四
六
︶

一
二
月
に
長
崎
へ
来
航
し
た
唐
船
か
ら
伝
わ
る
の
で
、
約
半
年
ほ
ど
遅
れ
て
朝

鮮
︱
対
馬
経
由
で
入
っ
た
こ
と
に
な
る
。︻
史
料
２
︼
③
に
あ
る
東
萊
の
書
物

で
あ
る
の
行
の
前
半
は
誤
訳
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
時
の
朝
鮮
か
ら
宗
家
へ
伝
え

ら
れ
た
情
報
は
正
確
な
も
の
で
あ
っ
た
 8
。

二　

呉
三
桂
の
反
乱
情
報

　

延
宝
二
年
︵
一
六
七
四
︶
は
、
対
馬
か
ら
の
情
報
が
『
華
夷
変
態
』
に
三
点

採
録
さ
れ
て
い
る
。
伝
わ
っ
た
順
と
は
逆
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。「
分
類
紀
事

大
綱　

三
拾
三
」
 9
に
よ
る
と
、
同
年
六
月
頃
か
ら
釜
山
で
唐
兵
乱
に
関
す
る

風
聞
が
あ
り
、
そ
れ
が
対
馬
に
伝
わ
っ
て
い
た
。
朝
鮮
が
呉
三
桂
の
挙
兵
を
知
っ

た
の
は
、
顕
宗
十
五
年
三
月
二
日
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
遅
れ
る
こ
と
三
ヶ

月
後
と
な
る
 10
。

　

長
崎
へ
は
同
年
五
月
に
来
航
し
た
二
番
福
州
船
が
呉
三
桂
と
鄭
経
の
檄
文
二

通
を
も
た
ら
し
、
六
月
三
日
に
は
老
中
久
世
広
之
の
も
と
に
届
い
て
い
る
。
藩

主
義
真
は
在
府
し
て
い
て
、
３
は
「
六
月
廿
三
日
」
付
で
あ
り
、「
唐
兵
乱
風

説　

公
儀
江
被　

仰
上
候
控　

江
戸
」 11
な
ど
に
は
、差
し
出
し
に
「
宗
対
馬
守
」

と
記
録
さ
れ
て
い
る
 12
。
幕
府
の
立
場
に
立
つ
と
、
別
の
ル
ー
ト
で
同
時
期
に

�
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関
連
す
る
情
報
を
得
た
わ
け
で
緊
張
感
が
高
ま
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

こ
の
唐
兵
乱
と
は
、
呉
三
桂
に
よ
る
反
乱
の
こ
と
で
、「
分
類
紀
事
大
綱　

三
拾
三
」
か
ら
は
、
倭
館
で
も
ど
う
に
か
情
報
を
得
よ
う
と
試
み
ら
れ
る
も
の

の
思
う
よ
う
に
は
行
か
な
い
焦
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
年
七
月
二
八

日
付
で
倭
館
の
館
守
高
勢
八
右
衛
門
へ
、「
唐
乱
申
ニ
付
御
商
売
之
儀
差
支
可

申
哉
候
」
と
書
き
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
事
態
の
中
で
懸
念
し
た

こ
と
の
ひ
と
つ
は
貿
易
活
動
に
関
し
て
で
あ
っ
た
こ
と
が
掴
め
る
。
朝
鮮
か
ら

の
情
報
と
し
て
清
は
大
国
で
あ
り
呉
三
桂
が
北
京
に
一
年
以
内
に
攻
め
入
る
こ

と
は
な
い
と
の
見
立
て
を
理
解
し
つ
つ
も
、
よ
り
委
し
い
情
報
を
宗
家
は
欲
し

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

宗
家
の
も
う
一
点
の
懸
念
に
は
幕
府
へ
の
情
報
伝
達
者
と
し
て
の
立
場
が

あ
っ
た
。「
呉
三
桂
居
城
無
之
南
方
南
東
之
末
遠
方
ニ
而
朝
鮮
口
へ
聢
と
様
子

難
相
知
、
北
京
筋
之
儀
ハ
朝
鮮
続
ニ
候
故
少
々
ハ
相
知
可
申
旨
得
其
意
候
」
と

あ
る
点
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
宗
家
は
北
京
の
情
報
を
、
朝
鮮
を
通
じ
て
手
に

入
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。

　

倭
館
に
派
遣
さ
れ
る
館
守
は
、「
館
守
条
書
」
に
よ
っ
て
職
務
が
確
認
さ
れ

た
が
、
そ
の
な
か
に
虚
実
に
拘
わ
ら
ず
朝
鮮
国
及
び
北
京
筋
の
風
説
を
報
告
す

る
こ
と
が
あ
っ
た
 13
。
従
っ
て
当
然
と
言
え
ば
当
然
な
の
だ
が
、
先
に
述
べ
た

如
く
福
州
船
が
長
崎
へ
入
り
南
京
の
様
子
は
長
崎
奉
行
を
介
し
て
幕
府
へ
伝
わ

る
。
し
か
し
北
京
の
様
子
は
わ
か
ら
ず
、
幕
府
か
ら
宗
家
へ
こ
の
件
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
際
、「
対
馬
守
不
存
と
被
申
越
難
成
事
ニ
候
」
と
の
認

識
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
意
識
は
強
く
、
続
け
て
「
実
否
と
も
ニ
朝
鮮

表
之
沙
汰
不
承
候
而
不
罷
成
役
目
ニ
御
座
候
故
、
被
相
尋
候
通
被
申
聞
候
ハ
ヽ

軽
成
共
重
成
と
も
可
申
入
候
条
、
其
意
趣
書
付
御
越
し
可
被
成
候
、
罷
成
儀
ニ

候
ハ
ヽ
貴
様
迄
之
書
付
請
取
被
差
越
候
得
ハ
御
手
前
之
御
念
ニ
茂
罷
成
儀
ニ

候
、
此
段
為
御
心
得
申
入
候
」
と
記
し
て
い
て
、
い
か
な
る
情
報
を
も
宗
家
は

館
守
に
求
め
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

こ
の
対
馬
か
ら
高
勢
へ
の
書
状
は
、
３
の
知
ら
せ
を
受
け
て
の
こ
と
だ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
文
末
に
「
就
夫
右
之
段
江
戸
江
被
仰
越
候
書
状
箱
壱
慥
ニ
相
達

候
」と
あ
る
か
ら
こ
の
書
状
箱
に
入
っ
た
も
の
が
２
・
３
だ
と
考
え
る
。ま
ず
２
・

３
が
弘
文
院
の
と
こ
ろ
へ
宗
家
か
ら
渡
っ
た
の
は
一
〇
月
一
八
日
だ
か
ら
、
そ

れ
以
前
に
老
中
へ
は
伝
わ
っ
た
と
、
こ
こ
で
は
考
え
た
い
。

　

つ
ぎ
に
４
前
後
を
確
認
し
て
い
く
。「
九
月
十
一
日
」
付
で
宗
家
が
得
た
情

報
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
誰
か
ら
誰
に
宛
て
ら
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

「
九
月
廿
一
日
江
戸

之
書
状
控
」
が
「
分
類
紀
事
大
綱　

三
拾
三
」
に
残
っ

て
い
る
の
で
、
前
後
の
動
き
を
こ
れ
か
ら
類
推
し
た
い
。

︻
史
料
３
︼

一
大
明
国
兵
乱
之
由
、
先
頃
長
崎

申
来
候
付
龍
田
三
右
衛
門
朝
鮮
江
罷

渡
候
刻
高
勢
八
右
衛
門
方
へ
其
趣
被
仰
渡
候
処
、
北
京
筋
之
儀
朝
鮮
ニ

而
沙
汰
仕
候
を
承
候
通
書
付
差
越
候
、
今
程
朝
鮮
国

北
京
江
使
者
差

渡
置
候
間
帰
国
之
節
委
細
相
知
可
申
候
条
、
其
節
何
と
そ
承
届
候
而
可

申
上
之
由
申
越
候
、
則
館
守
方

之
書
状
并
右
之
書
付
一
通
被
差
越
仰

達
即
備　

上
覧
候
、

一
唐
乱
申
ニ
付
御
売
買
差
支
可
申
哉
と
、
掛
之
判
事
江
館
守
并
御
代
官
方

相
尋
候
之
処
ニ
、呉
三
桂
北
京
江
責
入
候
儀
北
京
大
国
之
事
ニ
候
条
、

俄
罷
成
間
敷
と
存
候
、一
両
年
之
内
ニ
御
売
買
差
支
申
儀
有
之
間
敷
候
、

殊
朝
鮮
之
儀
ハ
唐
兵
乱
ニ
少
茂
か
ゝ
わ
り
申
儀
無
御
座
静
謐
御
座
候
通

一
段
之
御
事
ニ
候
、

右
延
宝
弐
年
九
月
廿
一
日
江
戸

之
書
状
控

　

先
に
七
月
二
八
日
付
で
対
馬
か
ら
館
守
高
勢
へ
書
状
が
送
ら
れ
た
こ
と
を
紹

介
し
た
が
、そ
の
際
派
遣
さ
れ
た
の
は
こ
こ
に
あ
る
龍
田
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、

倭
館
か
ら
知
ら
せ
が
対
馬
へ
、
そ
し
て
江
戸
へ
伝
わ
っ
て
、︻
史
料
３
︼
が
江

戸
か
ら
国
元
へ
届
い
た
。
一
方
江
戸
に
は
、
４
が
十
月
十
五
日
頃
に
館
守
高
勢

か
ら
の
情
報
と
し
て
国
元
か
ら
江
戸
へ
届
い
た
。
そ
し
て
十
月
廿
五
日
に
酒
井

忠
清
・
稲
葉
正
則
へ
伝
わ
っ
た
 14
。
な
お
、「
九
月
廿
九
日
」
付
で
国
元
か
ら

館
守
高
勢
に
知
り
得
た
い
事
項
︵
九
ケ
条
︶
が
送
ら
れ
て
い
る
 15
。
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こ
の
や
り
と
り
の
中
で
、
朝
鮮
が
北
京
へ
使
節
を
送
っ
て
い
て
、
陳
慰
使
兼

進
香
関
点
・
霊
慎
君
は
訳
官
を
用
い
て
情
報
の
入
手
に
努
め
た
 16
。
そ
れ
で
得

ら
れ
た
情
報
が
宗
家
に
伝
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
、
期
待
の
持
て
る
知
ら
せ

が
き
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
点
は
幕
府
へ
伝
え
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
考
え

た
い
。
こ
の
点
は
後
述
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
唐
兵
乱
風
説
之
覚
書
御
老
中
方
江
差
上
候
控
」 17
に
記
さ
れ
て

い
る
が
、『
華
夷
変
態
』
に
採
録
さ
れ
て
い
な
い
う
ち
の
ひ
と
つ
が
、
つ
ぎ
の

も
の
で
あ
る
。

︻
史
料
４
︼覚

一
、
呉
三
桂
方
よ
り
南
京
を
最
中
攻
申
由
御
座
候
、
今
比
者
南
京
茂
呉
三

桂
旗
下
ニ
可
罷
成
哉
と
申
候
事
、

一
、
北
京
之
義
大
国
と
申
㺚
勢
一
身
い
た
し
候
、
殊
蒙
古
よ
り
十
三
備
加

勢
仕
候
、
一
備
之
人
数
雑
兵
と
も
に
壱
万
五
千
、
都
合
弐
十
万
程
之

助
勢
之
由
御
座
候
、
左
様
候
而
者
北
京
大
軍
ニ
候
条
、
中
々
俄
北
京

江
攻
入
候
事
成
兼
可
申
由
ニ
御
座
候
事
、

一
、
北
京
兵
乱
ニ
付
様
躰
為
可
承
届
、
朝
鮮

當
年
七
月
三
使
遣
之
候
、

正
使
刑
曹
判
書
、
副
使
承
政
院
承
旨
、
従
使
司
諌
院
正
言
、
以
下

百
五
十
人
程
ニ
而
差
越
候
得
共
未
罷
帰
候
事
、

一
、
呉
三
桂
病
死
仕
候
由
、
北
京

朝
鮮
国
へ
参
候
使
者
咄
い
た
し
候
、

朝
鮮
国
ニ
而
推
量
仕
候
者
、
病
死
之
風
説
如
何
様
、
呉
三
桂
方
之
謀

ニ
而
可
有
御
座
候
哉
と
申
候
、
朝
鮮
よ
り
北
京
へ
差
越
置
候
使
者
追

付
可
罷
帰
候
、
其
節
様
躰
委
細
相
知
可
申
候
事
、

右
同
︵
延
宝
二
年
︶
年
十
一
月
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
對
島
守

　

『
華
夷
変
態
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
宗
家
か
ら
の
情
報
に
な
い
戦
況
が
こ
こ

に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
注
目
し
た
い
の
は
朝
鮮
か
ら
北
京
へ
七
月
に
送
ら

れ
た
使
者
の
こ
と
で
あ
る
。
朝
鮮
か
ら
北
京
に
送
ら
れ
た
使
節
か
ら
は
、
直
接

清
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
、
そ
し
て
使
節
が
目
に
し
た
北
京
の
状
況
を
知
り
得
る

重
要
な
機
会
で
あ
る
こ
と
を
宗
家
も
認
識
し
て
い
て
、こ
の
こ
と
は
︻
史
料
３
︼

で
も
確
認
し
た
よ
う
に
九
月
に
は
宗
家
に
情
報
が
入
っ
て
い
た
。
仮
に
こ
の
こ

と
を
幕
府
へ
事
前
に
知
ら
せ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
前
提
で
あ
る
こ
と

を
必
ず
記
す
筈
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、︻
史
料
４
︼
に
は
、
先
に
知
ら

せ
た
な
ど
の
文
言
が
こ
れ
に
見
当
た
ら
な
い
。
と
な
る
と
、
宗
家
は
朝
鮮
か
ら

得
た
情
報
を
、
す
べ
て
す
ぐ
に
幕
府
へ
伝
え
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
︻
史
料
４
︼
も
、
こ
れ
が
弘
文
院
へ
伝
わ
っ
て
い

な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
そ
も
そ
も
幕
府
に
送
ら
な
か
っ
た
可
能
性
さ
え
あ

る
。

　

さ
て
、
弘
文
院
へ
は
つ
ぎ
に
延
宝
三
年
︵
一
六
七
五
︶
二
月
二
〇
日
に
５
が

伝
わ
る
。『
華
夷
変
態
』
に
は
、「
右
之
二
通
に
添
、
雅︵
酒
井
忠
清
︶

楽
頭
、
美︵
稲
葉
正
則
︶

濃
守
へ
対
馬

守
よ
り
遣
之
と
、
云
云
」
と
あ
る
。
し
か
し
「
唐
兵
乱
風
説
之
覚
書
御
老
中
方

江
差
上
候
控
」 18
に
は
、「
自
是
右
者
雅︵
稲
葉
正
則
︶

楽
頭
様
・
美︵
稲
葉
正
則
︶

濃
守
様
迄
御
内
々
被
掛
御

目
候
得
共
、
公
儀
江
者
不
被
差
上
候
、
従
是
左
者
御
老
中
江
御
宛
被
成
被
差
上

也
」
と
あ
る
。
こ
れ
で
よ
り
事
情
が
確
か
め
ら
れ
る
が
、
酒
井
忠
清
・
稲
葉
正

則
へ
は
内
々
に
伝
え
た
わ
け
で
、
そ
こ
か
ら
老
中
に
直
接
情
報
が
伝
え
ら
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
直
接
老
中
へ
伝
え
る
よ
う
に
と
、
宗
家
は
両
者

か
ら
指
示
を
受
け
て
い
た
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
経
緯
か
ら
類
推
す
る
と
、︻
史
料
４
︼
な
ど
が
老
中
へ
伝
え
ら
れ
な
か
っ

た
と
み
る
こ
と
も
理
解
い
た
だ
け
よ
う
。
話
を
戻
す
と
、
５
は
朝
鮮
か
ら
清
へ

送
ら
れ
た
使
者
が
持
ち
帰
っ
た
情
報
で
あ
り
な
が
ら
、
宗
家
は
老
中
へ
届
け
る

こ
と
は
せ
ず
、
酒
井
忠
清
・
稲
葉
正
則
に
届
け
て
い
た
。
当
時
宗
家
が
重
要
視

し
た
の
が
こ
の
二
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
後
老
中
へ
５
は

す
ぐ
に
送
ら
れ
た
。
宗
家
か
ら
弘
文
院
へ
は
、
二
月
一
九
日
に
宗
義
真
が
酒
井

忠
清
・
稲
葉
正
則
に
会
い
、
そ
の
際
指
示
を
受
け
て
弘
文
院
へ
進
覧
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
酒
井
忠
清
・
稲
葉
正
則
に
よ
っ
て
今
回
の
情
報
共
有
の
範
囲

が
決
ま
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
 19
。
�
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三　

情
報
へ
の
緊
張
感
の
高
ま
り

　

と
こ
ろ
で
国
元
で
は
、
５
の
知
ら
せ
を
受
け
て
館
守
高
勢
へ
つ
ぎ
の
も
の
を

送
っ
て
い
る
 20
。

︻
史
料
５
︼

一
唐
兵
乱
之
様
躰
掛
之
判
事
共
貴
殿
并
井
手
弥
六
左
衛
門
へ
申
候
者
、
広

南
辺
呉
三
桂
方
之
儀
朝
鮮
江
者
聢
相
知
不
申
候
、
長
崎
江
ハ
入
船
之
唐

船
細
々
申
上
、
日
本
江
ハ
御
聞
可
被
成
候
様
子
知
せ
被
下
候
ハ
ヽ
、
朝

鮮
都
へ
も
其
段
為
申
聞
度
申
候
、然
共
長
崎
筋
之
儀
貴
殿
不
被
承
候
故
、

其
沙
汰
不
被
致
候
、
只
今
迄
ハ
北
京
筋
之
儀
計
被
承
候
故
貴
殿
方

如

何
様
共
不
被
申
聞
候
付
東
萊
并
判
事
至
而
も
不
審
ニ
存
候
哉
、
細
々
之

儀
不
申
候
由
左
様
可
有
之
事
ニ
候
、
就
夫
長
崎
相
知
候
様
子
承
候
ハ
ヽ

可
申
越
候
日
本
御
障
ニ
不
罷
成
儀
ハ
彼
方
へ
も
可
被
申
知
之
旨
尤
存

候
、
雖
然
長
崎
表
へ
替
た
る
様
躰
も
無
之
候
哉
白
水
杢
兵
衛
方

如
何

様
共
不
申
来
候
、
自
然
替
た
る
儀
共
申
越
候
ハ
ヽ
近
日
可
申
達
候

右
延
宝
三
年
正
月
十
八
日
高
勢
八
右
衛
門
へ
遣
ス

　

こ
れ
か
ら
わ
か
る
の
は
、
呉
三
桂
の
動
き
を
朝
鮮
は
知
ら
な
い
と
の
認
識
で

書
い
て
い
る
こ
と
。
長
崎
に
入
る
唐
船
か
ら
の
情
報
が
入
っ
て
き
て
い
る
が
、

日
本
が
知
っ
た
情
報
を
伝
え
て
く
れ
る
な
ら
ば
朝
鮮
の
都
へ
も
と
願
っ
て
い
る

こ
と
。
こ
れ
ま
で
は
長
崎
か
ら
の
情
報
な
ど
倭
館
へ
伝
え
て
い
な
か
っ
た
が
、

こ
の
こ
と
を
東
萊
府
な
ど
は
疑
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
て
、
今

後
日
本
に
支
障
が
な
い
点
は
倭
館
へ
伝
え
る
こ
と
、
で
あ
る
。

　

今
回
朝
鮮
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
は
、
朝
鮮
か
ら
北
京
へ
遣
わ
さ
れ
た
使
者
が

持
ち
帰
っ
た
も
の
で
あ
り
、
北
京
に
お
い
て
戦
況
が
厳
し
い
と
み
ら
れ
て
い
た

の
は
宗
家
に
と
っ
て
注
目
す
べ
き
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
長
崎
に
来
た
唐
船
が
戦

況
を
朝
鮮
へ
伝
わ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
こ
と
も
ふ
ま
え
る
と
、
日
本
も
巻
き

込
ま
れ
情
報
戦
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
こ
と
は
宗
家
も
理
解
で
き
た
で
あ
ろ
う

し
、
こ
の
な
か
で
情
報
を
積
極
的
に
得
よ
う
と
動
い
た
こ
と
が
こ
の
指
示
か
ら

理
解
で
き
る
。

　

そ
の
後
、「
唐
兵
乱
之
儀
、
其
元
風
説
之
通
実
・
不
実
共
ニ
細
々
書
付
候
而

急
度
差
上
候
様
ニ
と
之　

御
意
ニ
候
」
 21
と
館
守
高
勢
に
伝
え
ら
れ
た
。
こ
こ

で
の
御
意
は
、
将
軍
家
綱
だ
ろ
う
が
、
情
報
の
不
確
か
な
も
の
ま
で
も
伝
え
る

よ
う
に
と
の
指
示
は
、
呉
三
桂
に
小
筒
を
送
っ
て
い
る
の
は
日
本
な
の
か
と
の

風
説
を
朝
鮮
か
ら
受
け
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
は
、
宗
家

も
幕
府
も
大
陸
の
戦
況
に
当
事
者
意
識
が
な
く
接
し
て
い
た
。
し
か
し
、
朝
鮮

か
ら
北
京
へ
送
ら
れ
た
使
節
が
持
ち
帰
っ
た
情
報
を
得
て
か
ら
、
幕
府
も
、
そ

し
て
宗
家
も
情
報
戦
の
中
で
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
動
き
出
し
た
の
だ
っ
た
。

　

藩
主
宗
義
真
は
国
元
に
戻
り
６
を
送
っ
て
い
る
。「
唐
兵
乱
風
説
之
覚
書
御

老
中
方
江
差
上
候
控
」 22
に
は
、「
対
馬
注
進
」
で
は
な
く
「
唐
兵
乱
風
説
之
覚

書
」
と
あ
る
。
こ
れ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
先
に
「
実
・
不
実
」
に
限
ら
ず
情

報
は
知
ら
せ
よ
と
伝
え
て
い
た
が
、そ
の
通
り
を
江
戸
へ
伝
え
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
「
江
戸
へ
」
と
し
た
の
は
、「
延
宝
三
年　

御
在
国
中　

御
状
控
」 23

か
ら
四
月
廿
八
日
付
で
、
稲
葉
正
則
・
久
世
広
之
、
土
屋
数
直
、
阿
部
正
能
に

連
状
を
、
酒
井
忠
清
、
稲
葉
正
則
に
は
個
別
に
知
ら
せ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

そ
し
て
こ
れ
に
加
え
て
、
つ
ぎ
の
︻
史
料
６
︼
 24
か
ら
宗
家
が
情
報
を
提
供
し

た
範
囲
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

︻
史
料
６
︼

一
唐
兵
乱
之
風
説
今
度
以
御
書
付　

公
儀
江
被
仰
上
候
、
尤
御
老
中
様
江

御
状
被
相
添
候
間
御
月
番
江
可
被
差
上
候
、心
当
備
前
守
様
へ
被
相
伺
、

其
上
雅︵
酒
井
忠
清
︶

楽
頭
様
・
美︵
稲
葉
正
則
︶

濃
守
様
江
可
被
相
伺
候
、
将
又
京
極
備︵

高

豊

︶

中
守
様
・

松
平
備︵

正

信

︶

前
守
様
・
永
井
市︵
直
時
︶正
様
・
大
久
保
右︵

教

勝

︶

京
亮
様
・
弘︵
林
鵞
峯
︶

文
院
へ
書
付

壱
通
□
御 

状
御
添
被
成
被
進
候
間
、
夫
々
可
被
差
上
候
、

右
延
宝
三
年
閏
四
月
三
日
井
上
兵
右
衛
門
・
加
城
六
之
進
方
へ
遣

　

ま
ず
月
番
老
中
、
そ
し
て
心
当
た
り
を
松
平
正
信
へ
伺
う
よ
う
に
指
示
し
て

い
る
。
松
平
正
信
の
正
室
は
宗
家
か
ら
む
か
え
て
い
て
、
宗
義
真
の
義
弟
で
奏

者
番
で
あ
っ
た
 25
。
立
場
上
、
幕
府
の
内
部
事
情
に
も
精
通
し
て
い
た
か
ら
で
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あ
ろ
う
。
つ
ぎ
に
酒
井
忠
清
・
稲
葉
正
則
に
伺
う
よ
う
に
と
指
示
し
て
い
る
が

大
老
・
老
中
筆
頭
と
し
て
の
実
力
者
で
、
こ
れ
ま
で
も
宗
家
は
こ
の
二
人
に
情

報
を
流
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
後
に

続
く
、
讃
岐
丸
亀
の
京
極
高
豊
は
宗
義
真
正
室
の
実
家
で
あ
る
 26
。
松
平
正
信

は
先
に
述
べ
た
が
、
高
槻
の
永
井
直
時
 27
は
継
室
が
宗
義
真
の
養
女
と
い
っ
た

関
係
で
親
族
と
な
る
。
つ
ぎ
の
大
久
保
教
勝
 28
は
江
戸
城
留
守
居
、
そ
し
て
弘

文
院
へ
伝
え
ら
れ
た
。
こ
の
段
階
に
な
る
と
、
親
族
大
名
に
も
唐
兵
乱
の
情
報

を
伝
え
て
い
て
、
唐
兵
乱
に
関
わ
る
情
報
が
秘
匿
事
項
で
あ
る
と
い
っ
た
意
識

が
宗
家
に
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
中
で
宗
家
は
役
割
を
ど
う
考
え
て
い
た
の
か
、日
付
で
考
え
る
と
、

こ
れ
以
後
の
閏
四
月
六
日
に
館
守
高
勢
へ
、「
朝
鮮

加
勢
差
遣
候
哉
と
承
合

候
得
共
、
聢
と
不
相
知
候
、
乍
然
八
海
道
之
内
慶
尚
道
一
郡
之
外
、
七
海
道

人
数
指
寄
、
唐
堺
う
い
ち
ろ
う
口
へ
差
越
置
候
、
是
ハ
韃
勢
又
ハ
蒙
古
人
朝
鮮

国
へ
も
乱
入
可
申
哉
と
為
用
心
ニ
候
、
定
而
伺
時
節
加
勢
仕
ニ
而
可
有
之
と
被

致
推
察
之
由
得
其
意
候
」
と
義
真
が
理
解
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
 29
。

　

こ
こ
に
み
ら
れ
る
、
得
た
情
報
へ
の
義
真
の
理
解
は
幕
府
へ
知
ら
せ
て
い
な

い
。
宗
家
は
得
た
情
報
を
幕
府
へ
伝
え
た
だ
け
で
あ
り
、
意
見
を
積
極
的
に
伝

え
る
こ
と
ま
で
は
し
な
い
姿
勢
だ
っ
た
こ
と
を
こ
れ
は
証
明
し
て
い
て
、
７
・

８
 30
も
そ
れ
で
理
解
で
き
る
。

四　

宗
家
が
得
た
情
報
と
弘
文
院

　

延
宝
四
年
︵
一
六
七
六
︶
に
な
っ
て
の
９
・
10
は
、「
分
類
紀
事
大
綱　

三

拾
三
」
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

︻
史
料
７
︼

一
唐
兵
乱
之
覚
書　

公
儀
并
酒
井
雅
楽
頭
様
・
稲
葉
美
濃
守
様
・
松
平
備

前
守
様
・
京
極
備
中
守
様
・
大
久
保
右
京
亮
様
・
弘
文
院
へ
写
壱
通
宛

被
進
之
候
処
、
右
四
月
伺
御
機
嫌
之
御
状
同
前
ニ
被
差
上
之
由
得
其
意

存
候
事
、

一
唐
兵
乱
之
風
説
書
被
差
上
候
御
返
事
、
御
奉
書
一
紙
御
調
被
遊
六
之
進

江
御
渡
し
被
下
由
、
依
之
今
度
被
差
越
相
達
申
候
、

右
延
宝
四
年
七
月
朔
日
之
日
帳

　

最
後
に
、「
日
帳
」
と
あ
る
が
、
江
戸
屋
敷
の
も
の
を
確
認
す
る
と
七
月
朔

日
に
は
記
載
が
な
い
。
と
は
言
え
、
こ
れ
は
９
を
伝
え
た
後
の
こ
と
に
な
る
。

江
戸
屋
敷
の
「
毎
日
記
」
七
月
三
日
に
「
御
国
許
よ
り
当
月
窺
御
機
嫌
之
為
、

飛
脚
御
草
履
取
利
兵
衛
参
着
、
此
便
ニ
御
連
状
并
御
若
年
寄
衆
江
之
御
添
状
、

唐
兵
乱
之
儀
ニ
付
御
連
状
并
風
説
書
、
其
外
酒
井
雅
楽
頭
様
・
稲
葉
美
濃
守
様
・

松
平
備
前
守
様
・
弘
文
院
江
披
遣
候
御
状
并
風
説
書
到
来
」。
そ
の
後
に
、「
唐

兵
乱
風
説
書
并
御
連
状
酒
井
雅
楽
頭
、
稲
葉
美
濃
守
様
、
松
平
備
前
守
江
遣
候

風
説
書
并
御
状
、
何
も
六
之
進
持
参
差
出
」
と
あ
る
 31
。
10
に
「
七
月
三
日
に

到
来
」
と
あ
る
か
ら
弘
文
院
へ
伝
わ
っ
た
日
に
ち
も
一
致
す
る
。

　

９
・
10
は
倭
館
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
家
臣
か
ら
の
情
報
で
、
宗
家
か
ら
の
情

報
伝
達
の
範
囲
が
９
は
前
年
と
同
様
の
範
囲
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
あ
る
が
、

10
は
異
な
る
。
同
月
四
日
に
は
、「
土
屋
但︵

数

直

︶

馬
守
様

伺
御
機
嫌
并
唐
兵
乱
之

書
付
被
差
上
候
故
、
両
様
御
返
事
御
奉
書
一
紙
ニ
被
成
以
御
使
者
御
渡
被
成
取

頭
島
雄
才
兵
衛
也
」
 32
と
あ
っ
て
、
こ
の
時
は
、
土
屋
数
直
へ
も
渡
さ
れ
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
年
に
つ
い
て
は
、
11
が
幕
府
へ
伝
え
ら
れ
て
い
る
。「
分
類
紀
事
大
綱

　

三
拾
三
」
に
は
︻
史
料
８
︼
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
江
戸
に
は
一
二

月
一
二
日
に
届
い
た
 33
。

︻
史
料
８
︼

一
唐
兵
乱
之
儀　

公
儀
江
被
仰
上
候
故
、
御
老
中
へ
御
連
状
を
以
訳
官
方

之
書
翰
之
写
、
和
文
被
相
添
被
差
上
、
次
ニ
酒
井
雅
楽
頭
様
・
稲
葉

美
濃
守
様
・
松
平
備
前
守
様
・
大
久
保
右
京
亮
様
・
弘
文
院　

公
儀
江

被
差
上
候
通
写
被
遣
之
候

右
延
宝
四
年
十
一
月
廿
日
之
日
帳

�

七

松尾　晋一：『華夷変態』と対馬宗家からの「唐兵乱」情報



　

「
訳
官
方

之
書
翰
之
写
」
が
『
華
夷
変
態
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、︻
史

料
８
︼
で
確
認
で
き
る
和
文
は
つ
ぎ
の
︻
史
料
９
︼
だ
っ
た
 34
。
実
は
、
日
帳

に
は
続
き
が
あ
り
、「
弘
文
院
江
者
和
文
無
之
、
此
内
雅
楽
頭
様
・
美
濃
守
様
・

備
前
守
様
・
弘
文
院
江
者
奥
ニ
而
御
状
御
認
披
成
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
が
『
華

夷
変
態
』
に
は
和
文
が
な
い
理
由
な
の
で
あ
る
 35
。
前
年
国
元
で
行
わ
れ
た
中

宴
席
で
宗
義
真
が
現
れ
て
訳
官
使
へ
直
接
「
唐
兵
乱
に
つ
き
書
簡
」
を
渡
し
て

い
た
が
 36
、
こ
れ
は
そ
れ
に
答
え
た
も
の
だ
っ
た
。
先
に
「
実
・
不
実
」
に
限

ら
ず
情
報
は
知
ら
せ
よ
と
伝
え
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
た
が
、
延
宝
六
年

︵
一
六
七
八
︶
二
月
九
日
に
も
同
様
の
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
 37
。

︻
史
料
９
︼

佐
須
奈
帰
帆
以
来
時
節
移
替
申
候
得
共
、
太
守
益
御
機
嫌
能
并
諸
奉
行

兵
御
無
事
之
由
、
珍
重
奉
存
候
、
我
々
も
其
御
地
ニ
罷
在
候
刻
、
太
守

以
御
書
付
中
国
兵
乱
之
始
終
縷
々
御
尋
被
成
候
得
共
、
為
使
者
罷
越

申
候
刻
申
付
無
御
座
候
儀
者
、
容
易
ニ
申
上
候
事
も
致
遠
慮
候
而
、
不

能
其
義
至
、
只
今
迄
迷
惑
奉
存
候
段
難
申
尽
候
、
我
々
帰
国
仕
候
時
分
、

北
京
之
使
者
ニ
逢
申
候
て
委
細
承
届
申
候
、

一
北
京
之
大
将
寧
南
靖
寇
大
将
軍
順
承
郡
王
与
申
者
、
軍
勢
を
引
率
し
荊

州
与
申
所
ニ
相
支
申
候
、又
安
遠
靖
寇
大
将
軍
多
羅
貝
勒
尚
善
与
申
者
、

軍
勢
を
引
率
し
岳
州
与
申
所
ニ
相
支
申
候
、
此
両
大
将
者
呉
三
桂
を
防

申
お
さ
へ
に
て
御
座
候
、

一
多
羅
貝
勒
棟
格
、
是
も
北
京
之
大
将
ニ
而
御
座
候
、
軍
兵
を
率
ひ
陜
国

与
申
所
を
攻
申
候
、
大
将
軍
和
碩
安
親
王
者
北
京
之
帝
之
御
一
族
に
て

御
座
候
、
軍
兵
を
率
ひ
長
沙
与
申
所
を
攻
申
候
、
此
両
大
将
力
を
合
せ

候
て
、
南
朝
御
方
王
輔
臣
与
申
者
を
討
亡
す
謀
を
巡
し
申
候
、

一
和
碩
康
親
王
者
、
浙
江
路

差
向
ひ
和
碩
簡
親
王
者
江
面
路
よ
り
差
向

ひ
両
大
将
力
を
合
せ
候
て
福
建
与
申
所
を
攻
申
候
、
是
者
東
寧
之
朱
錦

舎
を
防
申
お
さ
へ
に
て
御
座
候
、
其
外
之
諸
軍
勢
ハ
思
々
之
路
筋
よ
り

差
向
ひ
攻
戦
申
候
、

右
三
年
以
来
之
手
分
ニ
而
御
座
候
、

一
江
浙
之
間
者
要
害
之
地
ニ
て
御
座
候
、
昔
漢
高
祖
楚
項
羽
、
京
索
成
皋

与
申
所
を
互
ニ
争
被
申
た
る
こ
と
く
、
双
方
共
ニ
江
浙
之
間
を
手
ニ
入

可
申
与
軍
功
を
励
之
、
少
々
切
取
申
候
所
茂
又
取
な
さ
れ
申
候
て
勝
負

決
不
申
候
、

一
北
京
勢
者
弓
馬
之
達
者
ニ
而
平
場
之
合
戦
を
仕
時
申
候
故
、
南
方
険
阻

成
る
所
へ
者
進
か
ね
申
候
、
南
軍
者
船
軍
ニ
な
れ
申
候
故
、
陸
地
あ
か

り
北
方
江
攻
入
申
事
も
た
や
す
く
難
成
、互
ニ
要
害
之
地
ニ
相
支
申
候
、

一
東
寧
之
朱
錦
舎
、
若
船
路
よ
り
押
寄
可
申
歟
与
存
候
て
北
京
よ
り
山
東

之
海
邊
ニ
軍
勢
を
差
遣
し
用
心
仕
申
候
、

一
御
尋
被
成
御
書
付
之
内
ニ
、
呉
三
桂
方

南
京
を
打
取
申
候
与
之
風
聞

御
座
候
由
被
仰
聞
候
得
共
、
虚
説
に
て
可
有
御
座
候
、

一
最
前
御
渡
被
成
候
御
書
付
之
中
御
懇
意
之
段
、
礼
曹
之
諸
官
人
ニ
具
申

聞
候
得
者
、
太
守
并
諸
奉
行
隣
好
之
道
大
切
被
思
召
候
段
、
喜
悦
不
斜

与
存
候
、
其
以
後
御
返
答
御
礼
旁
以
書
中
可
申
上
与
奉
存
候
へ
共
、
何

角
取
紛
延
引
罷
成
申
候
、只
今
播
氏
成
陳
帰
国
被
致
ニ
付
如
此
御
座
候
、

餘
者
可
被
成
御
賢
察
候
、
以
上
、

辰
八
月
日

　

12
は
、
延
宝
六
年
︵
一
六
七
八
︶
一
一
月
晦
日
に
国
元
に
い
た
宗
義
真
の
も

と
に
届
き
 38
、
そ
の
後
訳
さ
れ
て
「
十
二
月
廿
五
日
」
と
な
っ
た
。
老
中
へ
は

す
ぐ
に
送
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
後
、
年
が
明
け
て
13
が
正
月
廿
五
日
付
で
老
中
へ
送
ら
れ
た
 39
。
宗
家

の
13
に
つ
い
て
の
認
識
は
、こ
れ
ま
で
と
変
化
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、

朝
鮮
が
城
を
築
く
な
ど
の
動
き
が
伝
わ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
れ
を
知
ら
せ

る
14
が
二
月
八
日
付
で
江
戸
へ
送
ら
れ
た
 40
。
こ
れ
は
『
毎
日
記
』
で
確
認
で

き
な
い
。
そ
の
四
日
前
に
は
、「
江
戸
表
江
当
月
窺
御
機
嫌
之
御
連
状
一
通
并

御
添
状
、
酒
井
雅
楽
頭
様
江
之
御
状
今
度
訳
官
江
御
尋
披
成
候
唐
兵
乱
之
風
説

�
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書
一
通
披
差
上
候
付
御
連
状
一
通
、
同
風
説
書
一
通
松
平
備
前
守
様
・
大
久
保

右
京
亮
様
御
両
人
中
江
披
進
候
付
一
紙
之
御
状
一
通
并
樋
口
左
衛
門
方
江
之
状

筥
一
ツ
」
と
あ
る
も
の
の
 41
、
久
世
広
之
の
名
前
は
こ
こ
に
は
無
く
、
い
つ
の

段
階
に
、
ど
う
い
っ
た
経
緯
で
伝
わ
っ
た
の
か
不
明
。
弘
文
院
が
12
・
13
・
14

を
久
世
広
之
か
ら
ま
と
め
て
受
け
取
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
宗
家

は
情
報
の
伝
達
範
囲
を
前
年
ま
で
と
変
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
久
世
へ
の
伝

達
過
程
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

さ
て
同
年
四
月
朔
日
に
は
新
た
な
情
報
が
倭
館
か
ら
伝
わ
る
。「
延
宝
七
巳

未
年　

御
留
守
中　

毎
日
記
」
の
四
月
十
五
日
条
に
は
「
一
御
出
船
砌
多
田
与

左
衛
門

西
山
寺
へ
被
渡
置
候
唐
兵
乱
之
風
説
書
清
書
相
済
、
今
日
西
山
寺
持

参
請
取
即
今
度
御
鉄
炮
喜
右
衛
門
便
ニ
江
戸
表
へ
差
越
」
と
あ
る
 42
。
訳
は
西

山
寺
が
担
い
、
訳
す
る
の
に
一
五
日
程
度
を
費
や
し
て
い
た
こ
と
が
こ
れ
で
確

認
で
き
る
。
こ
れ
が
15
と
な
る
。

五　

『
華
夷
変
態
』
未
採
録
の
情
報

　

以
上
が
『
華
夷
変
態
』
採
録
さ
れ
た
対
馬
経
由
の
情
報
と
な
る
。
し
か
し
、

対
馬
は
そ
の
後
も
情
報
を
幕
府
へ
伝
え
た
。「
唐
兵
乱
風
説
公
儀
江
被
仰
上
候

控　

江
戸
」 43
に
延
宝
八
年
︵
一
六
八
〇
︶
の
つ
ぎ
の
二
点
が
あ
る
。「
延
宝
八

年　

四
月
十
四
日
御
入
国
披
遊　

毎
日
記
」
を
確
認
す
る
と
、
四
月
十
九
日
条

で
酒
井
忠
清
・
稲
葉
正
則
・
松
平
正
信
・
大
久
保
教
勝
へ
唐
兵
乱
に
関
す
る
書

付
を
送
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
 44
。
弘
文
院
が
久
世
広
之
か
ら
情
報
を
得
て

き
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
が
、
久
世
は
前
年
に
死
去
し
て
い
た
。
そ
の

意
味
で
は
情
報
源
が
な
く
、︻
史
料
11
︼
が
『
華
夷
変
態
』
に
採
録
さ
れ
な
か
っ

た
理
由
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

︻
史
料
11
︼

唐
兵
乱
乃
風
説
承
立
候
覚
書

一
唐
兵
乱
于
今
不
止
候
、
南
方
之
戦
ニ
候
故
様
子
委
者
難
知
候
事
、

一
北
京
大
地
震
ニ
而
在
々
民
屋
数
万
軒
ゆ
り
崩
し
、
男
女
拾
万
人
余
死
人

御
座
候
、
内
裏
も
破
損
仕
候
得
共
、
帝
王
無
異
之
由
北
京
よ
り
使
者
に

て
朝
鮮
江
申
来
候
事
、

一
呉
三
桂
雲
南
貴
州
之
居
城
を
、
古︵

成

都

カ

︶

之
蜀
之
都
江
移
し
申
候
由
沙
汰
仕
候

事
、

右
之
趣
朝
鮮
国
江
差
置
候
家
来
方
よ
り
申
越
候
、
実
否
之
義
難
計
奉
存

候
得
共
、
沙
汰
之
通
商
人
共
江
相
尋
申
越
候
条
書
付
差
上
候
、
以
上
、

延
寶
八
年
四
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　

宗
對
島
守

︻
史
料
12
︼

唐
兵
乱
風
説
承
立
候
覚
書

一
去
年
七
月
北
京
皇
極
殿
、
其
外
禁
裏
一
夜
之
内
ニ
焼
亡
仕
、
男
女
数
多

相
果
申
候
、
世
上
ニ
而
天
火
之
様
ニ
沙
汰
仕
候
事
、

一
薊
州
之
市
場
ニ
四
五
千
人
程
寄
集
罷
在
候
処
、
地
震
い
た
し
候
而
、
地

破
泥
水
湧
出
、
相
集
り
居
申
候
も
の
一
人
も
不
残
地
之
内
ニ
入
、
破
候

地
本
之
こ
と
く
合
申
候
事
、

一
旧
臘
よ
り
今
正
月
迄
相
續
地
震
仕
候
故
、
諸
人
野
宿
仕
候
事
、

右
之
趣
朝
鮮
国
江
差
置
候
家
来
方
よ
り
申
越
候
、
実
否
之
義
難
計
奉
存

候
得
共
、
沙
汰
之
通
商
人
共
江
相
尋
申
越
候
条
書
付
差
上
候
、
以
上
、

右
同
年五

月
朔
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
對
島
守

　

こ
れ
は
、
同
年
「
六
月
朔
日
」
付
で
堀
田
正
俊
か
ら
、
同
年
「
六
月
四
日
」

付
で
宗
家
へ
返
札
が
送
ら
れ
て
い
る
の
で
 45
、
江
戸
に
届
き
老
中
が
知
る
事
実

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
老
中
か
ら
弘
文
院
へ
は
伝
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

11
は
、
新
た
な
戦
況
が
伝
わ
っ
て
な
い
こ
と
、
北
京
の
地
震
、
呉
三
桂
が
都

を
移
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
の
三
点
で
あ
る
。
12
は
北
京
の
地
震
に
終
始
し

て
い
る
。
北
京
の
地
震
情
報
は
、
延
宝
七
年
︵
一
六
七
九
︶
の
唐
船
三
二
番
・

三
三
番
、
こ
れ
は
普
陀
山
か
ら
の
船
だ
っ
た
が
伝
わ
っ
て
い
た
。
そ
し
て
呉
三

�
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桂
が
都
を
移
し
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
っ
た
情
報
は
、
す
で
に
呉
三
桂
が
康
熙

一
七
年
︵
一
六
七
八
︶
八
月
六
日
に
死
ん
で
い
た
の
で
、
こ
の
点
が
誤
り
で
あ

る
 46
。

　

こ
う
し
た
情
報
は
幕
府
に
と
っ
て
重
要
な
情
報
で
あ
り
、
だ
か
ら
立
場
上
宗

家
は
江
戸
へ
送
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
情
報
は
、
弘
文
院
が
共
有

す
る
も
の
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
な
の
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

幕
府
が
得
て
い
た
情
報
と
し
て
『
華
夷
変
態
』
を
研
究
者
は
使
用
す
る
。
し

か
し
幕
府
が
収
集
し
て
い
た
情
報
が
す
べ
て
弘
文
院
へ
伝
わ
っ
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
こ
と
は
、
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
理
解
で
き
よ
う
。
ロ
ナ
ル
ド
・

ト
ビ
氏
は
宗
家
か
ら
の
情
報
が
酒
井
忠
清
へ
報
告
さ
れ
た
こ
と
を
例
外
と
み
る

が
 47
、
逆
で
原
則
的
に
伝
え
ら
れ
、
弘
文
院
の
方
が
例
外
で
あ
っ
た
。

　

従
っ
て
、
は
じ
め
に
で
紹
介
し
た
、
一
六
七
八
年
以
後
、
朝
鮮
︱
対
馬
ル
ー

ト
か
ら
入
る
情
報
は
不
完
全
で
不
正
確
で
あ
り
、
幕
府
に
受
け
と
っ
て
も
ら
う

こ
と
さ
え
ま
す
ま
す
困
難
に
な
り
、
朝
鮮
の
情
報
の
ル
ー
ト
に
欠
陥
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
と
み
て
、
こ
こ
か
ら
幕
府
が
正
し
い
情
報
と
正
し
く
な
い
情

報
と
を
区
別
す
る
能
力
が
あ
っ
た
と
の
理
解
も
成
り
立
た
な
い
。

　

今
回
の
考
察
で
、
幕
政
上
の
弘
文
院
の
立
場
、
そ
し
て
『
華
夷
変
態
』
に
採

録
さ
れ
て
い
る
情
報
の
性
格
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世

紀
初
頭
の
幕
府
対
外
政
策
の
決
定
過
程
と
入
手
海
外
情
報
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

1　

ロ
ナ
ル
ド
・
ト
ビ
『
近
世
日
本
の
国
家
形
成
と
外
交
』
創
文
社
、一
九
九
〇
年
。

2　

こ
の
表
は
、『
華
夷
変
態　

上
冊
』︵
東
洋
文
庫
、
一
九
五
八
年
︶
か
ら
作

成
し
た
。

3　

こ
の
親
子
に
つ
い
て
は
、
揖
斐
高
『
江
戸
幕
府
と
儒
学
者
』
中
央
公
論
新

社
、
二
〇
一
四
年
。

4　

松
浦
章
「
東
ア
ジ
ア
世
界
を
巡
る
「
三
藩
の
乱
」
情
報
」『
関
西
大
学
東

西
学
術
研
究
所
所
報
』
第
46
号
、一
九
八
七
年
。
後
に
改
稿
さ
れ
、同
『
海

外
情
報
か
ら
み
る
東
ア
ジ
ア
』
清
文
堂
、
二
〇
〇
九
年
に
所
収
。 

5　

浦
廉
一
「
台
湾
鄭
氏
︵
特
に
鄭
経
︶
と
朝
鮮
と
の
関
係
」『
広
島
大
学
文

学
部
紀
要
』
３
、一
九
五
三
年
。
神
田
信
夫
「
三
藩
の
乱
と
朝
鮮
」『
駿
台

史
学
』
第
１
号
、
一
九
五
一
年
。
後
に
『
清
朝
史
論
考
』
山
川
出
版
社
、

二
〇
〇
五
年
に
所
収
。
細
谷
良
夫
「
三
藩
の
乱
の
再
検
討
︱
尚
可
喜
一
族

の
動
向
を
中
心
に
︱
」『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集　

第
二
輯
』一
九
八
三
年
。

細
谷
良
夫
「
三
藩
の
乱
を
め
ぐ
っ
て
︱
呉
三
桂
の
反
乱
と
楊
起
隆
・
朱
三

太
子
事
件
」『
戦
争
と
平
和
の
中
近
世
史
』
青
木
書
店
、
二
〇
〇
一
年
。

郭
陽
「
唐
船
風
説
書
に
見
る
鄭
経
の
「
西
征
」」『
東
洋
史
論
集　

四
二
』

二
〇
一
五
年
。
郭
陽
「
海
澄
攻
防
戦
︵
一
六
七
八
～
一
六
八
〇
︶
を
め
ぐ

る
清
朝
と
鄭
氏
勢
力
︱
『
華
夷
変
態
』
を
中
心
と
し
て
︱
」『
東
洋
史
論

集　

四
三
』
二
〇
一
六
年
ほ
か
。

6　

『
近
世
日
本
の
国
家
形
成
と
外
交
』
一
二
三
～
一
二
九
頁
。
な
お
、「
唐

兵
乱
風
説
公
儀
江
被
仰
上
候
控
并
朝
鮮
国
山
賊
徒
党
御
案
内
被
仰
上
候

控
」︵
慶
應
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
蔵
︶
を
使
用
さ
れ
て
い

る
が
同
内
容
の
も
の
が
、「
唐
兵
乱
風
説
公
儀
江
被　

仰
上
候
控　

江
戸
」

︵
韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
蔵
、
五
二
一
九
︶
と
な
る
。
違
い
に
つ
い
て
は

別
稿
の
用
意
が
あ
り
、
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

7　

韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
蔵
、
五
二
一
九
。

8　

他
家
の
事
例
と
し
て
、
鍋
島
家
に
は
正
保
二
年
六
月
六
日
付
け
で
唐
船
か

ら
長
崎
奉
行
所
に
伝
わ
っ
た
情
報
が
同
月
一
六
日
付
け
で
国
元
へ
伝
え
ら

れ
た
︵「
勝
茂
公
譜
考
補　

十
中
」『
佐
賀
県
近
世
史
料　

第
一
編
第
二
巻
』

佐
賀
県
立
図
書
館
、
一
九
九
四
年
、
七
二
一
～
七
二
三
頁
︶。
細
川
家
の

場
合
も
長
崎
か
ら
で
、
同
二
年
八
月
十
六
日
付
長
岡
佐
渡
宛
天
野
屋
藤
左
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衛
門
書
状
で
伝
わ
っ
た
︵『
松
井
文
庫
所
蔵
古
文
書
調
査
報
告
書　

四
』

八
代
市
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
一
九
九
九
年
、
九
九
～

一
〇
一
頁
︶。
正
保
五
年
︵
一
六
四
八
︶
正
月
廿
日
付
李
僉
知
公
・
韓
判

事
公
百
田
杢
兵
衛
︵「
正
保
四
丁
亥　

毎
日
記
」
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資

料
館
蔵
、
日
記
類
。Aa-1.5

︶。

9　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
。

10　

前
掲
神
田
信
夫
「
三
藩
の
乱
と
朝
鮮
」。 

11　

韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
蔵
、
五
二
一
九
。

12　

前
掲
松
浦
章
「
東
ア
ジ
ア
世
界
を
巡
る
「
三
藩
の
乱
」
の
情
報
」。
朝
鮮

側
も
日
本
か
ら
情
報
を
得
て
、
そ
れ
を
清
へ
伝
え
た
。
清
は
朝
鮮
へ
、
檄

文
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
と
指
示
し
た
。

13　

田
代
和
生
『
近
世
日
朝
通
交
貿
易
史
の
研
究
』
創
文
社
、
一
九
八
一
年
。

14　

「
延
宝
弐
年　

毎
日
記　

五
番　

御
在
江
戸
」
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料

館
蔵
、
日
記
類
、Ba

。 

15　

「
分
類
紀
事
大
綱　

三
拾
三
」
国
立
国
会
図
書
館
蔵
。

16　

前
掲
神
田
信
夫
「
三
藩
の
乱
と
朝
鮮
」。 

17　

韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
蔵
、
三
六
〇
三
。

18　

韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
蔵
、
三
六
〇
三
。

19　

な
お
、「
朝
鮮
伝
説
」「
無
題
」
は
、「
唐
兵
乱
風
説
公
儀
江
被　

仰
上
候

控
并
朝
鮮
国
山
賊
徒
黨
御
案
内
被　

仰
上
候
控
」
で
共
に
「
覚
」
と
な
っ

て
い
る
。
同
時
に
永
井
直
時
に
も
送
ら
れ
た
こ
と
は
、「
延
宝
三
年　

御

在
国
中　

御
状
控
」︵
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
、
記
録
類
、

P10(1)

︶
で
確
認
で
き
る
。

20　

前
掲
「
分
類
紀
事
大
綱　

三
拾
三
」。

21　

「
延
宝
三
年
三
月
九
日
高
勢
八
右
衛
門
へ
遣
ス
」
前
掲
『
分
類
紀
事
大
綱

　

三
拾
三
』。

22　

韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
蔵
、
三
六
〇
三
。

23　

記
録
類
、P10(2)

。 

24　

前
掲
「
分
類
紀
事
大
綱　

三
拾
三
」。

25　

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
四
、三
九
六
頁
。

26　

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
八
、二
六
三
頁
。

27　

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
〇
、二
八
八
頁
。

28　

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
一
、二
八
八
頁
。

29　

「
延
宝
三
年
閏
四
月
六
日
高
勢
八
右
衛
門
へ
遣
ス
」
前
掲
『
分
類
紀
事
大

綱　

三
拾
三
』。

30　

８
は
延
宝
三
年
十
二
月
廿
二
日
に
公
儀
へ
渡
さ
れ
た
︵「
唐
兵
乱
風
説
之

覚
書
御
老
中
方
江
差
上
候
控
」
韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
蔵
、
三
六
〇
三
︶。

31　

「
江
戸
藩
邸
毎
日
記
：
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
」
ゆ
ま
に
書
房
、

二
〇
〇
一
年
。

32　

前
掲
「
江
戸
藩
邸
毎
日
記
：
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
」。 

33　

「
右
者
十
二
月
十
二
日
御
籏
五
左
衛
門
便
ニ　

公
儀
へ
被
差
上
候
控
也
、

右
之
真
案
一
通
同
便
ニ
来
ル
」︵
前
掲
「
唐
兵
乱
風
説
之
覚
書
御
老
中
方

江
差
上
候
控
」︶。
十
二
月
十
九
日
付
け
で
稲
葉
正
則
が
返
札
を
宗
家
に

送
っ
て
い
る
︵
九
州
国
立
博
物
館
蔵
、
宗
家
文
書2173

︶。

34　

前
掲
「
唐
兵
乱
風
説
之
覚
書
御
老
中
方
江
差
上
候
控
」。

35　

「
延
宝
四
丙
辰　

御
在
国
毎
日
記　

十
一
月
中
」
県
立
対
馬
民
俗
資
料
館

蔵
、
日
記
類
、Aa-1.43

。

36　

池
内
敏
「
訳
官
使
考
」『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
︵
史
学
︶』

六
二
、二
〇
一
六
年
。

37　

平
田
所
左
衛
門
宛
二
月
九
日
付
︵「
延
宝
六
年　

御
在
江
戸
中　

毎
日
記
」

県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
、
日
記
類
、Ba11

︶。

38　

「
延
宝
六
戌
午
年　

御
在
国　

毎
日
記
」︵
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館

蔵
、
日
記
類
、Aa-1.47

︶。

39　

「
一
朝
鮮
和
館
拙
者
屋
鋪
江
養
置
候
家
来
方

唐
兵
乱
之
風
説
承
之
候
通

頃
日
申
越
候
趣
書
付
各
様
迄
差
上
之
候
、
右
延
宝
七
年
正
月
廿
五
日　

江

戸
御
老
中
江
被
遣
」︵
前
掲
「
分
類
紀
事
大
綱　

三
拾
三
」︶。
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40　

13
・
14
は
、
日
付
が
近
い
も
の
の
、
久
世
広
之
か
ら
宗
義
真
へ
の
返
札
を

見
る
と
、
江
戸
に
は
そ
れ
ぞ
れ
届
い
た
よ
う
で
あ
る
︵
九
州
国
立
博
物
館

蔵
、
宗
家
文
書2180

、2182

︶。

41　

「
延
宝
七
巳
未
年　

御
在
国　

毎
日
記
」県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
、

日
記
類
、Aa-1.48

。

42　

県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
、
日
記
類
、Aa-1.48

。 

43　

韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
蔵
、
五
二
一
九
。 

44　

県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
、
日
記
類
、Aa-1.49

。

45　

九
州
国
立
博
物
館
蔵
、
宗
家
文
書2188

、2189

。

46　

呉
三
桂
生
存
説
は
、
延
宝
八
年
︵
一
六
八
〇
︶
に
至
っ
て
も
普
陀
山
船
か

ら
入
っ
て
い
る
︵
前
掲
『
華
夷
変
態　

上
冊
』
三
〇
六
・
三
〇
七
頁
︶。 

47　

前
掲
『
近
世
日
本
の
国
家
形
成
と
外
交
』
一
二
四
頁
。

本
研
究
はJSPS

科
研
費15K02868

、「
大
陸
情
報
と
江
戸
幕
府
の
対
外
政
策
」

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
慶
應
義
塾
大

学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
倉
持
隆
氏
、
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
古
川
祐

貴
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
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